
2022年 4月 17日 

イースター主日礼拝 

 

《礼拝》 

 

礼拝讃美歌⇒168番（旧 53番） 

『妙なる救いの』 

 

聖書⇒マタイによる福音書 28:5~9節（MM姉） 

『天使は婦人たちに言った。「恐れることはない。十字架につけられたイエスを捜しているのだろうが、あの

方は、ここにはおられない。かねて言われていたとおり、復活なさったのだ。さあ、遺体の置いてあった場所

を見なさい。それから、急いで行って弟子たちにこう告げなさい。『あの方は死者の中から復活された。そし

て、あなたがたより先にガリラヤに行かれる。そこでお目にかかれる。』確かに、あなたがたに伝えました。」

婦人たちは、恐れながらも大いに喜び、急いで墓を立ち去り、弟子たちに知らせるために走って行った。する

と、イエスが行く手に立っていて、「おはよう」と言われたので、婦人たちは近寄り、イエスの足を抱き、そ

の前にひれ伏した。』 

 

礼拝讃美歌⇒167番（旧 223番）（MM姉） 

『救いの主はハレルヤ』 

 

聖書⇒コリントの信徒への手紙二 12:8~10、13:4節（ES姉） 

『すると主は、「わたしの恵みはあなたに十分である。力は弱さの中でこそ十分に発揮されるのだ」

と言われました。だから、キリストの力がわたしの内に宿るように、むしろ大いに喜んで自分の弱

さを誇りましょう。それゆえ、わたしは弱さ、侮辱、窮乏、迫害、そして行き詰まりの状態にあっ

ても、キリストのために満足しています。なぜなら、わたしは弱いときにこそ強いからです。 

 

キリストは、弱さのゆえに十字架につけられましたが、神の力によって生きておられるのです。わたしたちも

キリストに結ばれた者として弱い者ですが、しかし、あなたがたに対しては、神の力によってキリストと共に

生きています。』 

 

（祈り） 

 

礼拝讃美歌⇒427番（TM兄） 

『われに来よと主は今』 

 

 

 



《パン裂き》 

 

聖書⇒コリントの信徒への手紙一 11:23~28節 

『わたしがあなたがたに伝えたことは、わたし自身、主から受けたものです。すなわち、主イエスは、引き渡

される夜、パンを取り、感謝の祈りをささげてそれを裂き、「これは、あなたがたのためのわたしの体である。

わたしの記念としてこのように行いなさい」と言われました。また、食事の後で、杯も同じようにして、「こ

の杯は、わたしの血によって立てられる新しい契約である。飲む度に、わたしの記念としてこのように行いな

さい」と言われました。だから、あなたがたは、このパンを食べこの杯を飲むごとに、主が来られるときまで、

主の死を告げ知らせるのです。従って、ふさわしくないままで主のパンを食べたり、その杯を飲んだりする者

は、主の体と血に対して罪を犯すことになります。だれでも、自分をよく確かめたうえで、そのパンを食べ、

その杯から飲むべきです。』 

 

礼拝讃美歌⇒142番（旧 58番） 

『渡らせたもう』 

 

 

 

《建徳》 

 

聖書⇒ルカによる福音書 8:1~3節（TM兄） 

『すぐその後、イエスは神の国を宣べ伝え、その福音を告げ知らせながら、町や村を巡って旅を続けられた。

十二人も一緒だった。悪霊を追い出して病気をいやしていただいた何人かの婦人たち、すなわち、七つの悪霊

を追い出していただいたマグダラの女と呼ばれるマリア、ヘロデの家令クザの妻ヨハナ、それにスサンナ、そ

のほか多くの婦人たちも一緒であった。彼女たちは、自分の持ち物を出し合って、一行に奉仕していた。』 

 

聖書⇒マルコによる福音書 15:37~41a節 

『しかし、イエスは大声を出して息を引き取られた。すると、神殿の垂れ幕が上から下まで真っ二つに裂けた。

百人隊長がイエスの方を向いて、そばに立っていた。そして、イエスがこのように息を引き取られたのを見て、

「本当に、この人は神の子だった」と言った。また、婦人たちも遠くから見守っていた。その中には、マグダ

ラのマリア、小ヤコブとヨセの母マリア、そしてサロメがいた。この婦人たちは、イエスがガリラヤにおられ

たとき、イエスに従って来て世話をしていた人々である。』 

 

聖書⇒ヨハネによる福音書 20:11~13節 

『マリアは墓の外に立って泣いていた。泣きながら身をかがめて墓の中を見ると、イエスの遺体の置いてあっ

た所に、白い衣を着た二人の天使が見えた。一人は頭の方に、もう一人は足の方に座っていた。天使たちが、

「婦人よ、なぜ泣いているのか」と言うと、マリアは言った。「わたしの主が取り去られました。どこに置か

れているのか、わたしには分かりません。」』 

 



聖書⇒ヨハネによる福音書 20:14~17a節 

『14:こう言いながら後ろを振り向くと、イエスの立っておられるのが見えた。しかし、それがイエスだとは

分からなかった。 

15:イエスは言われた。「婦人よ、なぜ泣いているのか。だれを捜しているのか。」マリアは、園丁だと思って

言った。「あなたがあの方を運び去ったのでしたら、どこに置いたのか教えてください。わたしが、あの方を

引き取ります。」 

16~17a:イエスが、「マリア」と言われると、彼女は振り向いて、ヘブライ語で、「ラボニ」と言った。「先生」

という意味である。イエスは言われた。「わたしにすがりつくのはよしなさい。まだ父のもとへ上っていない

のだから。』 

 

 

聖書⇒コリントの信徒への手紙一 15:3節（KH兄） 

『イエスは御自分の身に起こることを何もかも知っておられ、進み出て、「だれを捜しているのか」

と言われた。』 

 

 

礼拝讃美歌⇒117番（旧 149番） 

『カルバリの丘の辺に』 

 

 

 

《建徳要旨》 

 

①  

 

 


